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医
療
現
場
で
は

何
に
も
ま
し
て
安

全
対
策
が
優
先
す

る
。
医
療
安
全
の

柱
の
一
つ
に
感
染

対
策
が
あ
る
。
感
染
微
生
物
を

自
分
か
ら
周
囲
に
、
周
囲
か
ら

自
分
に
伝
染
さ
せ
な
い
と
い
う

院
内
感
染
予
防
の
基
本
は
、
手

洗
い
だ
。
だ
か
ら
、
医
療
者
は

潔
癖
症
か
と
思
う
く
ら
い
に
手

を
洗
う
。
し
か
し
、
人
間
は
あ

ま
り
に
清
潔
す
ぎ
る
環
境
に
身

を
置
く
と
、
か
え
っ
て
脆
弱
に

な
る
と
も
い
わ
れ
る
▼
意
外
な

と
い
っ
て
は
失
礼
だ
が
、
ト
ラ

ン
プ
氏
は
相
当
な
潔
癖
症
ら
し

い
。
有
権
者
と
の
握
手
も
苦
手

な
の
だ
と
自
身
の
潔
癖
性
を
カ

ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
し
て
話
題
を
呼

ん
だ
。
そ
の
ト
ラ
ン
プ
氏
が
１

月
20
日
、
米
国
大
統
領
に
就
任

し
た
。
世
界
80
カ
国
で
４
８
０

万
人
が
反
対
デ
モ
に
参
加
し
、

就
任
式
で
は
多
く
の
連
邦
議
員

が
欠
席
し
た
。
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の

有
名
人
も
拒
否
的
な
態
度
を
み

せ
た
が
、
か
つ
て
ト
ラ
ン
プ
氏

に
対
し
て
厳
し
い
発
言
を
し
て

い
た
映
画
監
督
の
オ
リ
バ
ー
・

ス
ト
ー
ン
氏
は
、
あ
な
が
ち
悪

く
な
い
と
前
言
を
翻
す
▼
彼
の

評
価
は
こ
う
だ
。
ト
ラ
ン
プ
は

『
ア
メ
リ
カ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
』

を
掲
げ
て
お
り
、
他
国
の
悪
を

倒
し
に
行
こ
う
な
ど
と
言
わ
な

い
。
ク
リ
ン
ト
ン
は
、
米
国
に

よ
る
世
界
秩
序
の
た
め
に
は
他

国
の
体
制
を
も
変
え
る
べ
き
と

信
じ
て
お
り
攻
撃
的
だ
。
も
し

大
統
領
に
な
っ
て
い
れ
ば
さ
ら

に
世
界
中
で
戦
争
や
爆
撃
が
増

え
た
だ
ろ
う
と
▼
評
価
は
ま
ち

ま
ち
だ
が
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
か
ら
の
離

脱
、
軍
備
増
強
、
移
民
排
斥
、

国
境
の
壁
な
ど
、
ま
る
で
院
内

感
染
予
防
の
よ
う
な
政
策
実
現

に
奔
走
し
て
い
る
。
内
向
き
の

潔
癖
症
で
あ
る
ト
ラ
ン
プ
氏
が

安
心
の
要
に
な
る
の
か
悪
疫
の

主
に
な
る
の
か
、
今
後
の
姿
を

じ
っ
く
り
と
見
て
み
た
い （
九
）
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対象者大幅削減の撤回を対象者大幅削減の撤回を

協
会
役
員
が
当
選
者
を
厳
正
に
抽
選
し
た
（
１
月
25
日
）

　

▶
署
名
用
紙

西山裕康理事長（左）と武村義人副理事長（中央）が、　　　　
県医療保険課長の福田庸二氏（右）に会員署名459筆を手渡した

「「○○老老  縮小するな」県に会員署名提出縮小するな」県に会員署名提出

　

署
名
提
出
に
あ
た
り
、
西
山

理
事
長
は
「
老
人
医
療
費
助
成

事
業
は
井
戸
県
政
以
前
に
は
20

万
人
を
超
え
る
対
象
者
が
い
た

が
、
昨
年
に
は
２
万
人
ま
で
減

少
し
て
い
る
。
今
回
の
『
低
所

得
者
２
』
の
実
質
廃
止
に
よ
る

財
政
削
減
効
果
額
は
１
億
２
３

０
０
万
円
と
、
県
の
社
会
保
障

関
係
予
算
の
２
９
０
０
億
円
に

比
べ
る
と
ほ
ん
の
わ
ず
か
だ

が
、
削
減
対
象
は
低
所
得
者
８

０
０
０
人
に
上
る
も
の
で
、
と

う
て
い
受
け
入
れ
が
た
い
」
と

し
て
、
制
度
の
維
持
を
求
め

た
。

　

対
応
し
た
県
医
療
保
険
課
長

の
福
田
庸
二
氏
は
、
他
県
で
は

老
人
医
療
費
助
成
制
度
は
廃
止

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
大
多
数

で
あ
り
、
兵
庫
県
の
制
度
は
縮

小
さ
れ
た
と
し
て
も
全
国
的
に

は
先
進
的
な
も
の
で
あ
る
と
強

弁
し
た
。
ま
た
、
子
育
て
支
援

の
充
実
を
求
め
る
声
が
多
く
、

老
人
医
療
費
助
成
の
予
算
へ
の

風
当
た
り
は
厳
し
く
な
っ
て
い

る
と
し
て
、
制
度
の
縮
小
は
や

・
受
診
が
抑
制
さ
れ
る
と
病
気

が
悪
化
す
る
高
齢
者
が
増
え
る

わ
け
だ
か
ら
、
結
局
、
入
院
患

者
が
増
え
る
と
思
わ
れ
る
。
ま

た
、
そ
う
い
っ
た
方
は
在
宅
で

の
生
活
も
困
難
に
な
る
可
能
性

が
高
く
、
入
退
院
を
繰
り
返
す

と
か
え
っ
て
医
療
費
が
増
え
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

 

（
赤
穂
市
）

・
受
給
者
の
負
担
増
加
策
は
県

内
の
経
済
活
動
を
む
し
ろ
冷
え

こ
ま
せ
る
結
果
と
な
り
ま
す
。

予
算
を
削
る
な
ら
ほ
か
の
事
業

に
す
べ
き
。

 

（
小
野
市
・
歯
科
）

・
同
じ
医
療
を
受
け
る
の
に
、

身
体
的
条
件
や
所
得
制
限
に
よ

る
負
担
増
は
憲
法
14
条
の
法
の

下
の
平
等
や
憲
法
25
条
の
生
存

権
に
反
す
る
も
の
で
、
断
固
反

対
で
あ
る
。

 

（
赤
穂
郡
・
歯
科
）

・
受
診
抑
制
に
よ
る
重
症
化
が

心
配
で
す
。
兵
庫
県
の
す
ば
ら

し
い
福
祉
制
度
を
ぜ
ひ
維
持
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

 

（
洲
本
市
）

・
カ
ジ
ノ
法
に
批
判
的
な
井
戸

知
事
の
良
識
で
、
低
所
得
高
齢

者
を
守
る
制
度
の
廃
止
を
止
め

て
い
た
だ
き
た
い
。 

（
灘
区
）

・
低
所
得
者
の
方
々
の
生
活
は

相
当
厳
し
い
状
況
の
よ
う
で

す
。
現
状
で
も
受
診
を
躊ち

ゅ
う
ち
ょ躇

す

る
こ
と
の
多
い
方
々
に
と
っ

て
、
自
己
負
担
の
増
加
は
決
定

的
な
受
診
抑
制
に
な
る
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。
老
「
低
所
得
者

２
」
廃
止
案
の
撤
回
を
強
く
求

め
ま
す
。 

（
明
石
市
）

・
今
回
の
改
定
案
は
所
得
制
限

だ
け
で
な
く
「
要
介
護
２
」
以

上
と
い
う
身
体
的
条
件
を
加
え

た
も
の
で
、
実
質
的
な
制
度
の

廃
止
を
行
う
も
の
で
す
。
撤
回

し
て
く
だ
さ
い
！ 

（
伊
丹
市
）

・「
要
介
護
２
以
上
」
と
い
う

条
件
を
つ
け
た
の
は
明
ら
か
に

お
か
し
い
で
す
。 

（
垂
水
区
）

て
ほ
し
い
と
思
う
」
な
ど
、
医

師
を
増
や
す
施
策
や
社
会
保
障

の
充
実
を
望
む
多
く
の
意
見
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

景
品
付
き
ク
イ
ズ
チ
ラ
シ

は
、
２
０
０
５
年
に
第
１
回
を

行
っ
て
以
来
、
毎
回
好
評
で
、

２
０
１
２
年
か
ら
は
年
間
２
回

実
施
に
増
や
し
て
き
た
。
取
り

組
ん
だ
会
員
医
療
機
関
に
も
、

図
書
カ
ー
ド
や
抽
選
で
の
旅
行

券
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
、
歓

迎
さ
れ
て
い
る
。

第
２
シ
ー
ズ
ン
は

３
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

　

３
月
か
ら
は
「
高
齢
者
泣
か

せ
の
医
療
改
革
」
を
テ
ー
マ

に
、
第
２
シ
ー
ズ
ン
を
実
施
予

定
で
あ
る
。
応
募
箱
や
応
募
用

紙
、
ポ
ス
タ
ー
が
セ
ッ
ト
に
な

っ
た
グ
ッ
ズ
を
用
意
し
て
い

る
。
申
込
用
紙
を
２
月
下
旬
に

お
届
け
す
る
予
定
で
あ
る
。
ぜ

ひ
お
申
し
込
み
い
た
だ
き
た

い
。

で
、
医
師
の
勤
務
時
間
が
一
番

長
い
の
は
、
ど
の
国
？
」
の
３

問
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
の
他

の
先
進
国
と
比
較
し
て
日
本
の

医
師
数
は
多
い
の
か
を
聞
い
た

も
の
。

　

日
本
の
医
師
数
は
他
の
先
進

と
比
べ
る
と
非
常
に
少
な
く
、

女
性
医
師
の
割
合
は
先
進
25
カ

国
の
中
で
最
低
で
あ
り
、
ど
の

年
代
で
も
医
師
は
過
労
死
ラ
イ

ン
を
上
回
る
長
時
間
労
働
を
強

い
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
患
者
さ

ん
に
知
っ
て
も
ら
い
、
医
師
数

を
増
や
す
こ
と
に
よ
り
、
安
心

の
医
療
・
介
護
を
実
現
す
る
世

論
形
成
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
ね

ら
い
。
ヒ
ン
ト
を
読
め
ば
正
解

が
分
か
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て

い
る
。

　

応
募
用
紙
の
「
ご
意
見
」
欄

に
は
、
応
募
者
か
ら
「
日
本
の

医
師
数
が
他
の
先
進
国
と
比
べ

非
常
に
少
な
い
こ
と
を
初
め
て

知
っ
た
」「
医
師
の
過
酷
な
現

状
を
改
善
し
、
余
裕
の
あ
る
働

き
方
が
で
き
る
制
度
に
変
わ
っ

は
多
い
の
？　

少
な
い
の
？
」

を
テ
ー
マ
に
、
昨
秋
10
月
17
日

か
ら
１
月
20
日
ま
で
の
約
３
カ

月
間
、
患
者
・
市
民
の
方
々
に

会
員
医
療
機
関
ま
た
は
協
会
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
応
募
し
て
も

ら
う
形
で
実
施
し
た
。
１
月
25

　

協
会
が
実
施
し
た
景
品
付
き

ク
イ
ズ
チ
ラ
シ
第
１
シ
ー
ズ
ン

「
ク
イ
ズ
で
考
え
る
日
本
の
医

療
・
２
０
１
６
秋
」
の
応
募
数

が
７
０
２
１
通
と
、
過
去
最
高

と
な
っ
た
。

　

ク
イ
ズ
は
「
日
本
の
医
師
数

日
の
政
策
宣
伝

広
報
委
員
会
で

当
選
者
の
抽
選

を
厳
正
に
行

い
、
２
月
中
旬

に
景
品
を
発
送

予
定
。

　

ク
イ
ズ
の
内

容
は
、「
日
本

の
医
師
数
は
、

先
進
25
カ
国
の

中
で
何
位
？
」

「
日
本
の
女
性

医
師
の
割
合

は
、
先
進
25
カ

国
の
中
で
何

位
？
」「
フ
ラ

ン
ス
、
ド
イ

ツ
、
イ
ギ
リ

ス
、
日
本
の
中

〝
受
診
抑
制
に
よ
る

重
症
化
が
心
配
〞

　

署
名
用
紙
の「
私
の
一
言
」欄

に
寄
せ
ら
れ
た
会
員
の
声
の
一

部
を
紹
介
す
る
。

署
名
に
寄
せ
ら
れ
た

「
私
の
一
言
」

　

兵
庫
県
の
「
老
人
医
療
費
助
成
事
業
（
老
）」
の
大
幅
縮
小

は
許
さ
な
い
―
―
。
県
が
「
最
終
２
カ
年
行
革
プ
ラ
ン
」
で
示

し
た
、
65
歳
以
上
70
歳
未
満
の
患
者
の
自
己
負
担
の
一
部
を
助

成
す
る
老
対
象
者
の
大
幅
削
減
。
こ
の
中
止
を
求
め
、
協
会
が

取
り
組
む
会
員
Ｆ
Ａ
Ｘ
署
名
が
、
１
月
19
日
ま
で
に
４
５
９
筆

と
な
っ
た
。
集
ま
っ
た
署
名
は
、
西
山
裕
康
理
事
長
と
武
村
義

人
副
理
事
長
が
同
日
、
県
庁
に
赴
き
、
県
医
療
保
険
課
長
に
提

出
し
た
。
今
回
の
改
悪
案
は
、
老
「
低
所
得
者
２
」
を
実
質
廃

止
す
る
内
容
で
、
低
所
得
者
の
受
診
抑
制
に
直
結
す
る
も
の
で

あ
る
。
会
員
か
ら
も
、
改
悪
案
に
対
す
る
不
安
や
怒
り
の
声
が

多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

今 　 号 　の　記　事今 　 号 　の　記　事

歯科定例研究会より
埋伏歯の矯正治療～医院連携の実践～㊦

研
面
究

新春保険医寄席　感想文 ２面

４面

尼崎中央病院
吉田静雄会長に聞く「消費税損税」 ３面

９日　歯科とスポーツ
　　　（女子サッカー川澄選手特別出演）
16日　 口唇口蓋裂の子どもたちとの関わり

「医療知ろう！」放送中!!「医療知ろう！」放送中!!

ラジオ関西番組出演　ラジオ関西番組出演　毎週木曜19時25分～毎週木曜19時25分～

AM558kHz／1395kHz（但馬放送局）

景品付きクイズチラシ　第１シーズン終了

応募総数が過去最高の7000通超に応募総数が過去最高の7000通超に
「日本の医師数は多いの？ 少ないの？」「日本の医師数は多いの？ 少ないの？」

む
を
得
な
い
と

の
立
場
を
説
明

し
た
。

　

県
の
姿
勢
に

対
し
て
、
武
村

副
理
事
長
は

「
そ
も
そ
も
老

人
医
療
費
助
成

事
業
は
低
所
得

者
の
負
担
軽
減

を
目
的
に
創
設
さ
れ
た
も
の
で

あ
り
、
要
介
護
２
以
上
に
限
定

す
る
の
は
、
制
度
の
本
旨
に
反

し
て
い
る
」
と
批
判
し
た
。

　

協
会
は
こ
れ
か
ら
も
、
社
会

保
障
関
連
予
算
の
抜
本
的
拡
充

を
掲
げ
、
老
対
象
者
の
大
幅
削

減
計
画
の
撤
回
を
求
め
、
県
議

会
へ
の
請
願
に
取
り
組
む
予
定

で
あ
る
。
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お
腹
の
底
か
ら〝
初
笑
い
〞

トランプ大統領誕生は
新自由主義への反発　
菊池英博日本金融財政研究所所長が講演

「
笑
い
は

　

 

元
気
の
源
」
と
確
信

花團治師匠は義太夫節や狂言の発声も
紹介して熱演　　　　　　　　　　　

武村先生（右端）らの呼びかけに応え、
多くの通行人が署名した　　　　　　　

菊
池
英
博
氏
が
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
誕
生
・
イ
ギ
リ
ス

の
Ｅ
Ｕ
離
脱
が
世
界
や
日
本
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い

て
語
っ
た　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
に
新
開
地
で
オ
ー
プ
ン
予
定

の
神
戸
繁
昌
亭
が
待
ち
遠
し
く

な
り
ま
し
た
。

　

普
段
の
医
療
者
向
け
の
研
修

と
い
う
の
は
、
講
演
が
当
た
り

前
で
す
が
、
今
回
の
よ
う
な
寄

席
企
画
は
、
終
わ
っ
た
後
の
皆

さ
ん
の
笑
顔
が
印
象
に
残
り
ま

し
た
。
ど
な
た
も
す
て
き
な
週

末
を
迎
え
ら
れ
た
と
思
い
ま

す
。
落
語
と
い
う
あ
ま
り
知
ら

な
い
世
界
が
す
ぐ
目
の
前
で
、

し
か
も
普
段
聞
け
な
い
よ
う
な

お
話
も
交
え
て
た
く
さ
ん
話
し

て
い
た
だ
き
、
両
師
匠
に
は
感

謝
で
す
。
話
術
の
勉
強
に
も
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
来
年
も
開
催
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
、
ぜ
ひ
参
加
さ
せ

て
く
だ
さ
い
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

【
北
区
・
石
田
内
科
医
院

 

ス
タ
ッ
フ　

武
田　

成
喜
】

ラ
ー
と
な
り
、
国
内
で
の
バ
イ

オ
エ
シ
ッ
ク
ス
普
及
活
動
に
専

念
さ
れ
て
い
る
頃
だ
っ
た
か

ら
、
私
の
印
象
で
は
柔
和
な
笑

み
を
浮
か
べ
た
〝
翁
〞
の
よ
う

な
お
顔
だ
っ
た
。

　

西
宮
市
の
内
科
開
業
医
の
広

川
恵
一
先
生
が
〝
む
の
た
け

じ
〞
氏
に
岡
村
さ
ん
に
つ
い
て

の
感
想
を
聞
い
た
時
「
…
…
可

愛
い
人
だ
っ
た
ね
ー
！
」
と
言

わ
れ
た
と
の
こ
と
。

　

今
で
も
「
岡
村
昭
彦
写
真

展
」
が
あ
ち
こ
ち
で
開
催
さ
れ

て
い
る
が
、
い
つ
も
多
く
の
人

た
ち
で
い
っ
ぱ
い
ら
し
い
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
そ
の
強
烈
な

個
性
と
カ
リ
ス
マ
性
は
、
今
も

多
く
の
人
た
ち
を
魅
了
し
て
や

ま
な
い
。

　

氏
の
遺
骨
は
浜
松
市
の
「
カ

ト
リ
ッ
ク
浜
松
教
会
」
と
「
東

京
都
駒
込
の
吉
祥
寺
」
の
墓
に

分
骨
さ
れ
て
い
る
。

 

（
つ
づ
く
）

　

保
団
連
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
は
１

月
21
日
、
大
阪
・
四
天
王
寺
参

道
で
、
合
同
街
頭
宣
伝
を
実

施
。
近
畿
各
府
県
の
協
会
か
ら

31
人
が
参
加
し
、「
医
療
・
介

護
の
負
担
増
の
中
止
を
求
め

る
」
署
名
な
ど
１

０
４
筆
を
集
め

た
。

　

兵
庫
協
会
か
ら

武
村
義
人
副
理
事

長
が
参
加
し
、

「
政
府
は
た
だ
で

さ
え
重
い
医
療
や

介
護
の
負
担
を
さ

ら
に
重
く
し
よ
う

と
し
て
い
る
。
患

者
さ
ん
の
受
診
抑

制
が
起
こ
っ
て
し

ま
う
」
な
ど
と
訴

え
、
署
名
へ
の
協

力
を
通
行
人
に
呼

び
か
け
た
。

残
さ
れ
た
歴
史
、
政
治
、
経
済

な
ど
社
会
学
か
ら
、
医
療
関
係

を
中
心
と
し
た
自
然
科
学
書
、

古
典
な
ど
１
万
８
千
冊
に
も
及

ぶ
膨
大
な
蔵
書
は
、
静
岡
市
立

大
学
の
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
、

「
岡
村
昭
彦
文
庫
」
の
名
称

で
、
学
生
や
一
般
市
民
に
も
公

開
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ベ
ト

ナ
ム
の
写
真
20
点
は
、
東
京
都

写
真
美
術
館
に
収
め
ら
れ
て
い

る
。

　

生
前
の
岡
村
さ
ん
へ
の
評
価

は
、
毀き

誉よ

褒ほ
う

貶へ
ん

入
り
交
じ
り
、

「
自
信
過
剰
で
説
教
く
さ
く
、

人
を
威
圧
し
、
ま
た
酔
わ
せ
る

岡
村
」「
い
か
が
わ
し
く
も
真

摯
な
人
」、
さ
ら
に
友
人
た
ち

か
ら
は
か
ら
か
い
気
味
に
〝
将

軍
〞
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
ら
し

い
。

　

私
が
知
り
合
っ
た
頃
の
岡
村

さ
ん
は
動
乱
の
ベ
ト
ナ
ム
か
ら

帰
国
し
、「
南
ベ
ト
ナ
ム
戦
争

従
軍
記
」
が
当
時
の
ベ
ス
ト
セ

◇
出
席　

25
人

◇
情
勢　

神
戸
新
聞
は
兵
庫
県

内
の
こ
ど
も
医
療
費
の
無
料
化

に
つ
い
て
、
協
会
の
調
査
に
基

づ
き
県
下
８
割
の
市
町
で
無
料

と
な
っ
た
と
、
12
月
26
日
朝
刊

１
面
ト
ッ
プ
で
報
道
し
た
。

◇
医
療
活
動
報
告　

医
科
分
野

で
は
、
①
福
岡
県
警
が
北
九
州

市
の
産
婦
人
科
医
院
院
長
を
書

類
送
検
す
る
方
針
と
の
報
道
に

つ
い
て
、
医
療
過
誤
を
刑
事
裁

判
で
問
う
の
は
大
き
な
問
題
で

あ
り
、
議
論
を
継
続
す
る
こ

と
、
②
２
０
１
８
年
度
診
療
報

酬
・
介
護
報
酬
同
時
改
定
に
向

け
た
議
論
が
中
医
協
で
開
始
さ

れ
た
こ
と
、
③
「
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク

チ
ン
と
接
種
後
の
症
状
と
の
因

果
関
係
」
に
関
す
る
池
田
班
研

究
の
調
査
結
果
は
捏
造
で
は
と

の
指
摘
に
、
厚
生
労
働
省
は
、

が
流
さ
れ
、
羽
織
袴
姿
で
旅
立

っ
て
い
っ
た
。

　

31
日
に
「
東
京
青
山
葬
儀

場
」
で
告
別
式
が
行
わ
れ
、
当

日
は
日
曜
日
だ
っ
た
と
思
う

が
、
私
も
参
列
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。
喪
主
は
妻
の
加
久
子
さ

ん
、
葬
儀
委
員
長
は
東
京
中
学

の
同
級
生
で
、
医
師
の
延
島
建

市
先
生
、
弔
辞
の
代
表
は
〝
む

の
た
け
じ
〞
氏
で
、〝
骨
壷
〞

は
薩
摩
の
陶
工
・
沈
壽
官
が
岡

村
氏
の
た
め
に
生
前
に
焼
い
て

い
た
見
事
な
も
の
だ
っ
た
。

　

没
後
８
年
目
に
氏
を
偲
ん
で

世
話
人
た
ち
が
「
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｈ
Ｉ

Ｋ
Ｏ
の
会
」
を
結
成
。
毎
年
３

月
24
日
の
命
日
前
後
に
開
催
さ

れ
、
70
人
ほ
ど
が
参
加
さ
れ
て

い
る
と
の
こ
と
。

　

浜
名
湖
畔
・
舞
阪
の
自
宅
に

（
前
号
か
ら
の
つ
づ
き
）

　

確
か
岡
村
さ
ん
は
亡
く
な
ら

れ
る
前
頃
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に

ご
家
族
と
共
に
居
を
構
え
、

「
ヒ
ノ
キ
風
呂
に
つ
か
り
な
が

ら
、
延
々
と
続
く
牧
草
地
帯
を

見
る
の
は
最
高
に
気
持
ち
い
い

で
す
よ
！
」
と
直
接
お
聞
き
し

た
こ
と
が
あ
る
。

　

所
用
の
た
め
、
１
９
８
５

（
昭
和
60
）
年
の
３
月
１
日
に

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
を
発
ち
８
日
に

帰
国
し
た
が
、
機
内
で
高
熱
を

発
し
、
東
京
新
宿
の
春
山
外
科

病
院
に
入
院
、
懸
命
な
治
療
の

甲
斐
な
く
同
月
24
日
、
56
歳
の

若
さ
で
急
逝
さ
れ
た
。
病
名
は

〝
敗
血
症
〞。

　

落
合
斎
場
で
荼
毘
に
付
さ
れ

た
が
、
遺
言
で
テ
ー
プ
に
吹
き

込
ま
れ
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
民
謡

テ
レ
ビ
で
は
見
ま
せ
ん
よ
ね
。

何
で
？　

そ
の
意
味
が
分
か
っ

た
気
が
し
ま
し
た
よ
。
花
團
治

さ
ん
が
言
わ
れ
た
よ
う
に
、
落

語
っ
て
噺
家
さ
ん
と
、
お
客
さ

ん
が
膝
を
突
き
合
わ
せ
、
息
が

ピ
ッ
タ
リ
合
っ
て
こ
そ
成
り
立

つ
も
の
と
、
だ
か
ら
テ
レ
ビ
で

見
て
も
あ
ま
り
伝
わ
っ
て
こ
な

い
ん
だ
と
つ
く
づ
く
実
感
。
噺

家
の
方
の
息
遣
い
、
細
か
い
目

の
動
き
、
手
の
仕
草
…
す
べ
て

を
目
の
前
で
見
て
こ
そ
、
十
分

に
楽
し
め
る
芸
だ
と
思
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
中
入
り
の
後
の
お
２

人
の
対
談
も
、
ざ
っ
く
ば
ら
ん

な
楽
屋
話
の
よ
う
で
、
と
て
も

面
白
か
っ
た
で
す
。
ト
リ
の

『
豊
竹
屋
』
口
演
後
、
花
團
治

さ
ん
が
「
お
腹
か
ら
声
を
出
し

ま
し
ょ
う
」
と
音
頭
を
と
ら
れ

て
、
参
加
者
全
員
に
よ
る
「
大

笑
い
」
で
大
団
円
。
あ
〜
笑
っ

た
。

【
宝
塚
市
・
中
井
医
院

 

家
族　

中
井
せ
つ
子
】

し
、
何
か
華
や
か
そ
う
だ
し
、

や
っ
ぱ
り
和
服
っ
て
い
い
で
す

ね
。

　

噺は
な
し
か家
の
方
も
、
参
加
者
も
雰

囲
気
は
す
っ
か
り
お
正
月
。
私

の
年
代
で
は
桂
と
言
え
ば
春
團

治
、
春
蝶
。
笑
福
亭
と
言
え
ば

松
鶴
、
仁
鶴
な
の
で
、
そ
の
お

弟
子
さ
ん
世
代
の
方
と
な
る
と

正
直
あ
ま
り
な
じ
み
が
な
く
て

ご
め
ん
な
さ
い
。
何
し
ろ
笑
点

メ
ン
バ
ー
も
す
っ
か
り
変
わ
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
か
ら
…
。

　

で
も
面
白
か
っ
た
で
す
！　

楽
し
か
っ
た
で
す
！　

プ
ロ
の

落
語
家
の
方
の
巧
み
な
話
術
に

す
っ
か
り
は
ま
っ
て
し
ま
っ

て
、
気
が
つ
け
ば
声
を
出
し
て

笑
っ
て
い
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
漫
才
や
新
喜
劇

と
違
っ
て
、
落
語
っ
て
あ
ま
り

　

協
会
は
１
月
14
日
、
豪
州
東

京
銀
行
取
締
役
頭
取
や
文
京
学

院
大
学
大
学
院
教
授
を
務
め
た

菊
池
英
博
日
本
金
融
財
政
研
究

所
所
長
を
講
師
に
迎
え
、
政
策

研
究
会
「
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
誕

生
・
イ
ギ
リ
ス
Ｅ
Ｕ
離
脱　

２

０
１
７
年　

世
界
と
日
本
は
ど

う
な
る
の
か
」
を
協
会
会
議
室

で
開
催
。
会
員
ら
28
人
が
参
加

し
た
。

　

菊
池
氏
は
Ｅ
Ｕ
に
つ
い
て
、

「
も
と
も
と
は
福
祉
国
家
の
連

合
体
だ
が
、
加
盟
国
の
財
政
主

権
に
制
約
を
課
し
て
し
ま
っ
た

た
め
に
、
多
く
の
国
で
緊
縮
財

政
が
と
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、

だ
と
し
た
。

　

ま
た
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の

誕
生
に
つ
い
て
は
「
新
自
由
主

義
を
徹
底
し
て
き
た
こ
れ
ま
で

の
エ
ス
タ
ブ
リ
ッ
シ
ュ
メ
ン
ト

（
支
配
層
）
に
よ
る
政
治
に
対

す
る
、
国
民
の
不
満
が
爆
発
し

た
結
果
だ
」
と
分
析
。
ト
ラ
ン

プ
大
統
領
の
政
策
は
、
荒
唐
無

稽
な
も
の
も
あ
る
が
、
積
極
的

な
財
政
政
策
や
自
由
貿
易
の
否

失
業
や
格
差
拡
大

が
起
こ
り
、
各
国

で
国
民
の
不
満
が

高
ま
り
、
離
脱
を

叫
ぶ
右
翼
政
党
が

支
持
を
集
め
る
よ

う
に
な
っ
て
い

る
」
と
分
析
。
イ

ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ
離

脱
を
決
め
た
国
民

投
票
も
同
様
に
国

民
の
不
満
が
Ｅ
Ｕ

に
向
か
っ
た
結
果

定
、
企
業
の
海
外
移
転
の
阻
止

な
ど
、
多
く
は
反
新
自
由
主
義

的
な
も
の
で
、
政
策
と
し
て
評

価
で
き
る
と
し
た
。

　

イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
や
ア

メ
リ
カ
に
お
け
る
ト
ラ
ン
プ
大

統
領
の
誕
生
は
、
ど
れ
も
新
自

由
主
義
に
対
す
る
国
民
の
反
発

に
よ
る
も
の
だ
と
整
理
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
こ
れ
ら
世

界
の
動
き
が
日
本
に
与
え
る
影

響
と
し
て
、
と
り
わ
け
ト
ラ
ン

プ
大
統
領
に
よ
り
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
以

上
に
ア
メ
リ
カ
に
有
利
な
日
米

Ｆ
Ｔ
Ａ
の
締
結
な
ど
が
行
わ
れ

れ
ば
、
日
本
の
社
会
保
障
は
大

き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
る
と
し

た
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
が
財
政

負
担
の
軽
減
策
と
し
て
在
日
米

軍
の
縮
小
を
持
ち
出
せ
ば
、
自

民
党
政
府
は
そ
の
穴
埋
め
の
た

め
に
自
衛
力
を
増
強
す
る
と
し

て
、
改
憲
を
進
め
る
可
能
性
が

高
い
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。

　

文
化
部
は
１
月
14
日
、
協
会

会
議
室
で
「
初
笑
い
！　

新
春

保
険
医
寄
席
」
を
開
催
。
笑
福

亭
竹
林
師
匠
が
『
死
神
』
を
、 

桂
花
團
治
師
匠
（
初
出
演
）
が

『
牛
ほ
め
』『
豊
竹
屋
』
を
口

演
し
、
会
員
、
ス
タ
ッ
フ
、
家

族
ら
76
人
が
参
加
し
た
。
参
加

者
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

　

わ
が
家
は
娘
２
人
も
そ
れ
ぞ

れ
家
庭
を
持
ち
、
主
人
と
私
、

そ
れ
に
犬
２
匹
と
、
一
見
穏
や

か
で
静
か
な
生
活
を
送
っ
て
い

る
と
思
わ
れ
て
い
ま
す
が
…
違

う
！　

賑に
ぎ

や
か
で
け
た
た
ま
し

い
。
で
も
お
腹
の
底
か
ら
涙
が

出
る
ほ
ど
笑
っ
た
こ
と
、
最
近

な
い
か
な
ぁ
。
で
、
こ
の
「
初

笑
い
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
に
飛

び
つ
き
ま
し
た
。
お
正
月
や

込
ま
れ
ま
し
た
。
仕
事
上
は
あ

ま
り
大
き
な
声
を
出
し
て
笑
う

こ
と
が
で
き
な
い
で
す
が
、
今

回
は
お
腹
の
底
か
ら

遠
慮
な
く
笑
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

改
め
て
「
笑
い
は
元

気
の
源
」
と
確
信
い

た
し
ま
し
た
。

　

懇
親
会
の
場
で

も
、
懐
か
し
い
お
話

を
聞
か
せ
て
い
た
だ

き
、
学
生
時
代
か
ら

春
團
治
一
門
、
松
鶴

一
門
の
フ
ァ
ン
だ
っ

た
の
で
、
上
方
落
語

に
再
度
興
味
が
沸
い

て
き
て
、
２
０
１
８

　

時
間
が
過
ぎ
る
の
も
忘
れ
る

く
ら
い
竹
林
師
匠
、
花
團
治
師

匠
の
話
芸
に
す
っ
か
り
と
引
き

員員 稿稿
会 投

フ
ォ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

顧
問　
　

森
下　

敬
司

（
西
宮
市
・
森
下
医
院
）

岡
村 

昭
彦
（
２
）

文
化
部 

新
春
保
険
医
寄
席

新春政策研究会
医
療
・
介
護
の

負
担
増
中
止
を
！

合 同 で合 同 で
街頭宣伝街頭宣伝

保
団
連
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

感 想 ② 感 想 ①

同
研
究
の
不
適
切
さ
を
指
摘
。

因
果
関
係
は
証
明
さ
れ
て
い
な

い
と
の
見
解
を
示
し
た
こ
と
、

な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。

　

歯
科
分
野
で
は
、
①
新
規
個

別
指
導
時
の
近
畿
厚
生
局
兵
庫

事
務
所
の
対
応
（
改
善
報
告
書

提
出
・
指
導
官
の
暴
言
）
に
つ

い
て
相
談
が
あ
り
、
対
応
し
て

い
る
こ
と
、
②
11
月
の
指
導
相

談
３
件
全
て
で
録
音
を
拒
否
さ

れ
た
こ
と
に
対
し
、
近
畿
厚
生

局
に
抗
議
す
る
こ
と
が
報
告
さ

れ
た
。

◇
組
織
強
化
月
間
と
共
済
普
及

対
策　

16
年
秋
の
組
織
強
化
月

間
で
、
歯
科
会
員
が
年
間
実
増

数
・
組
織
率
上
昇
率
と
も
に
全

国
３
位
入
賞
と
な
っ
た
こ
と
が

報
告
さ
れ
た
。

◇
歯
科
部
会　

個
別
指
導
対
策

目
的
で
作
成
し
た
「
模
擬
指
導

Ｄ
Ｖ
Ｄ
」
を
他
協
会
に
も
有
償

頒
布
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ

た
。

 

（
１
月
14
日
理
事
会
よ
り
）
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尼崎中央病院　吉田 静雄会長に聞く「消費税損税」

損税解消には損税解消には「ゼロ税率」「ゼロ税率」しかないしかない
医
療
機
関
の

医
療
機
関
の

損
税
負
担
は
限
界

損
税
負
担
は
限
界

　

西
山　

吉
田
先
生
の
損
税
問

題
に
関
す
る
熱
心
な
取
り
組
み

は
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
お

伺
い
し
ま
す
。

　

吉
田　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
損
税
問
題
は
２
０
１
７

年
度
税
制
改
正
で
「
結
論
を
得

る
」
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

10
％
へ
の
増
税
延
期
と
合
わ
せ

先
送
り
さ
れ
ま
し
た
。
消
費
税

率
が
８
％
で
あ
っ
て
も
医
療
機

関
が
負
担
す
る
損
税
は
決
し
て

小
さ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
が

放
置
さ
れ
る
こ
と
に
は
大
変
憤

り
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

西
山　

病
院
の
場
合
、
設
備

投
資
の
規
模
も
大
き
い
た
め
負

担
す
る
損
税
も
相
当
大
き
な
金

額
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

吉
田　

そ
う
で
す
ね
。
消
費

税
５
％
時
の
２
０
０
８
年
に
県

民
間
病
院
協
会
が
行
っ
た
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
、
１
病

院
あ
た
り
年
間
約
３
０
０
０
万

円
も
の
消
費
税
を
負
担
し
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。
当
院
も
含
め
、
年
間
１
億

円
以
上
負
担
し
て
い
る
病
院
が

９
件
も
あ
る
と
い
う
結
果
は
大

変
驚
き
で
す
。
診
療
報
酬
マ
イ

ナ
ス
改
定
が
続
く
中
、
そ
も
そ

も
財
政
的
に
余
裕
の
あ
る
医
療

機
関
は
少
な
い
で
し
ょ
う
。
や

む
を
得
ず
職
員
の
賞
与
を
引
き

下
げ
た
病
院
も
あ
る
と
聞
き
ま

す
。
10
％
に
な
れ
ば
廃
業
せ
ざ

る
を
得
な
い
病
院
も
出
て
し
ま

う
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

武
村　

深
刻
な
問
題
で
す

ね
。
２
０
１
２
年
に
県
民
間
病

院
協
会
の
会
員
医
療
機
関
が
、

消
費
税
が
医
院
経
営
を
圧
迫
し

て
い
る
こ
と
や
税
の
公
平
性
の

観
点
か
ら
、
消
費
税
法
は
違
憲

で
あ
る
と
賠
償
金
を
求
め
る
裁

判
を
起
こ
さ
れ
ま
し
た
ね
。

　

吉
田　

神
戸
地
裁
は
私
た
ち

の
訴
え
を
棄
却
し
た
も
の
の
、

損
税
の
発
生
と
不
公
平
性
を
認

め
、
厚
生
労
働
大
臣
は
こ
の
不

公
平
を
継
続
さ
せ
な
い
よ
う
配

慮
す
べ
き
義
務
を
負
う
と
い
う

判
断
を
示
し
ま
し
た
。
こ
う
い

っ
た
判
例
を
利
用
し
、
損
税
問

題
の
解
消
に
向
け
た
運
動
を
強

め
て
い
き
た
い
で
す
。

ば
ら
つ
く

ば
ら
つ
く

医
療
界
の
足
並
み

医
療
界
の
足
並
み

　

西
山　

損
税
問
題
の
解
消
方

法
と
し
て
、
協
会
や
保
団
連
は

税
法
上
の
取
り
扱
い
を
形
式
上

「
課
税
」
と
し
、
税
率
を
ゼ
ロ

と
す
る
「
ゼ
ロ
税
率
」
を
要
求

し
て
い
ま
す
。「
ゼ
ロ
税
率
」

な
ら
医
療
機
関
は
申
告
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
仕
入
れ
に
か
か

っ
た
消
費
税
が
１
０
０
％
還
付

さ
れ
ま
す
し
、
患
者
さ
ん
へ
の

負
担
が
発
生
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
せ
ん
が
、
ど
の
よ
う
に
お
考

え
で
し
ょ
う
か
。

　

吉
田　

患
者
負
担
が
生
じ
な

い
と
い
う
点
か
ら
も
、
私
も

「
ゼ
ロ
税
率
」
し
か
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
た
だ
、
日
本
医

師
会
や
日
本
歯
科
医
師
会
は
最

近
に
な
っ
て
、
こ
れ
ま
で
診
療

報
酬
に
上
乗
せ
さ
れ
て
き
た
と

さ
れ
る
２
・
89
％
を
超
え
た
消

費
税
負
担
分
を
、
申
告
に
よ
り

還
付
さ
せ
る
「
非
課
税
還
付
方

式
」
を
要
求
す
る
な
ど
、
医
療

界
で
意
見
が
一
致
し
て
い
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
保
険
医

新
聞
な
ど
で
ゼ
ロ
税
率
を
要
求

す
る
運
動
や
解
説
記
事
な
ど
を

読
ん
で
と
て
も
励
ま
さ
れ
、
協

会
と
も
一
緒
に
新
た
な
運
動
を

展
開
で
き
れ
ば
と
期
待
を
し
て

い
ま
す
。

　

西
山　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
医
師
会
や
歯
科
医
師
会

も
含
め
、
１
年
ほ
ど
前
ま
で
は

医
療
団
体
の
中
で
も
「
軽
減
税

率
等
に
よ
る
課
税
取
引
へ
の
転

換
」
と
「
ゼ
ロ
税
率
」
を
含
め

た
要
望
で
一
致
し
て
い
ま
し
た

ね
。

　

吉
田　

「
ゼ
ロ
税
率
」
は
究

極
の
軽
減
税
率
で
す
か
ら
、
日

本
医
師
会
の
本
音
は
「
ゼ
ロ
税

率
」
だ
と
思
い
ま
す
。

「
引
き
は
が
し
」は

「
引
き
は
が
し
」は

非
現
実
的

非
現
実
的

　

西
山　

開
業
医
の
中
に
は

「
ゼ
ロ
税
率
」
が
適
用
さ
れ
る

と
、
こ
れ
ま
で
消
費
税
分
と
し

て
上
乗
せ
さ
れ
て
き
た
診
療
報

酬
の
い
わ
ゆ
る
「
引
き
は
が

し
」
や
事
業
税
課
税
化
が
行
わ

れ
る
の
で
は
と
懸
念
す
る
意
見

も
あ
り
ま
す
。

　

武
村　

厚
労
省
の
「
消
費
税

分
は
診
療
報
酬
に
上
乗
せ
し
て

補
て
ん
し
て
い
る
」
と
い
う
考

え
方
に
問
題
が
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

吉
田　

診
療
報
酬
で
は
、
公

平
で
十
分
な
補
て
ん
が
で
き
る

は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。
病
院
ご

と
に
標
榜
科
目
や
ベ
ッ
ド
数
が

異
な
り
ま
す
か
ら
、
仕
入
金
額

や
そ
れ
に
係
る
消
費
税
、
算
定

す
る
点
数
も
変
わ
っ
て
く
る
こ

と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
調
査
か
ら

明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
厚
労
省
が
補
て
ん
し
て
き

た
と
す
る
点
数
の
中
に
は
、
す

で
に
包
括
化
や
廃
止
に
な
っ
て

い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
つ
ま

り
ど
こ
に
消
費
税
分
が
上
乗
せ

さ
れ
て
い
る
の
か
、
も
は
や
分

か
ら
な
い
の
で
す
か
ら
、
引
き

は
が
し
は
現
実
的
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

そ
も
そ
も
、
消
費
者
が
事
業

者
に
対
し
て
支
払
う
消
費
税
分

は
、
あ
く
ま
で
対
価
の
一
部
で

あ
る
と
す
る
判
決
が
１
９
９
０

年
に
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
、
診
療
報
酬
に
消
費
税
分
と

し
て
上
乗
せ
さ
れ
た
も
の
は
、

消
費
税
で
は
な
く
「
医
療
費
そ

の
も
の
」
で
あ
り
、
引
き
は
が

す
も
の
は
存
在
し
な
い
の
で

す
。
こ
う
い
っ
た
点
を
主
張
し

続
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。

　

西
山　

「
引
き
は
が
し
論
」

は
破
綻
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
す
ね
。

　

吉
田　

そ
の
通
り
で
す
。
も

う
一
つ
、
消
費
税
の
課
税
化
に

よ
っ
て
事
業
税
も
課
税
化
さ
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念

で
す
が
、
事
業
税
非
課
税
は
、

す
で
に
租
税
特
別
措
置
と
し
て

実
施
さ
れ
て
、
半
世
紀
が
経
ち

ま
す
。
医
療
界
は
事
業
税
非
課

税
の
恒
久
化
を
要
求
す
べ
き
で

す
。

　

そ
も
そ
も
事
業
税
非
課
税
は

医
療
機
関
の
公
益
性
に
着
目
し

た
措
置
で
、
消
費
税
非
課
税
は

患
者
負
担
へ
の
配
慮
を
目
的
と

し
た
措
置
で
政
策
意
図
が
異
な

り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
こ
れ
ら

を
同
様
に
論
じ
る
べ
き
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

武
村　

財
務
省
か
ら
の
「
お

ど
し
」
に
お
び
え
る
必
要
は
な

い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

患
者
・
保
険
者
も
巻
き
込
む

患
者
・
保
険
者
も
巻
き
込
む

大
き
な
運
動
に

大
き
な
運
動
に

　

西
山　

先
ほ
ど
も
お
っ
し
ゃ

っ
て
い
た
よ
う
に
、
患
者
さ
ん

に
も
影
響
の
あ
る
問
題
で
す
か

ら
、
ぜ
ひ
多
く
の
方
に
こ
の
問

題
を
知
っ
て
い
た
だ
い
て
、
一

緒
に
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

２
０
１
４
年
の
診
療
報
酬
改
定

か
ら
患
者
さ
ん
に
渡
す
明
細
書

と
領
収
書
に
は
「
診
療
報
酬
や

薬
価
等
に
は
、
医
療
機
関
等
が

仕
入
れ
時
に
負
担
す
る
消
費
税

が
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
」
と
い

う
一
文
を
記
載
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

吉
田　

こ
の
記
載
は
本
当
に

ひ
ど
い
と
思
い
ま
す
。
厚
労
省

は
患
者
さ
ん
が
消
費
税
を
支
払

わ
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
認
め
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ

を
見
た
患
者
さ
ん
か
ら
「
私
は

消
費
税
を
負
担
し
て
い
る
の

か
」
と
質
問
さ
れ
た
ら
回
答
に

困
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

西
山　

こ
れ
に
よ
っ
て
患
者

さ
ん
を
巻
き
込
ん
だ
大
き
な
運

動
を
展
開
で
き
る
か
も
し
れ
な

い
と
思
っ
た
の
で
す
が
、
あ
ま

り
目
に
は
留
ま
っ
て
い
な
い
よ

う
で
…
。
分
か
り
や
す
く
伝
え

る
工
夫
が
必
要
で
す
ね
。

　

吉
田　

県
民
間
病
院
協
会
で

は
、
患
者
さ
ん
と
一
緒
に
こ
の

問
題
を
考
え
る
取
り
組
み
と
し

て
「
消
費
税
と
医
療
機
関
」
な

ど
の
テ
ー
マ
で
市
民
公
開
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
な

か
な
か
見
え
に
く
い
問
題
で
す

が
、
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

武
村　

す
ば
ら
し
い
取
り
組

み
で
す
ね
。

　

西
山　

診
療
報
酬
へ
の
上
乗

せ
補
て
ん
で
あ
れ
ば
、
保
険
者

も
消
費
税
を
負
担
す
る
こ
と
と

な
り
ま
す
ね
。
特
に
国
民
健
康

保
険
は
、
国
庫
負
担
割
合
が
徐

々
に
減
ら
さ
れ
て
お
り
財
政
的

に
厳
し
い
状
況
で
す
か
ら
、
診

療
報
酬
へ
の
上
乗
せ
に
よ
る
影

響
は
深
刻
で
し
ょ
う
。

　

吉
田　

確
か
に
そ
う
で
す

ね
。
保
険
者
も
巻
き
込
ん
だ
運

動
を
作
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
ね
。
こ
れ
か
ら
も
、

地
域
医
療
を
支
え
る
病
院
・
開

業
医
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
損

税
問
題
解
消
に
向
け
た
運
動
を

広
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

　

西
山　

吉
田
先
生
と
は
、
共

に
運
動
に
取
り
組
ん
で
い
け
た

ら
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

吉
田　

こ
ち
ら
こ
そ
。「
ゼ

ロ
税
率
」
実
現
の
た
め
、
協
会

と
も
協
力
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
共
に
が
ん
ば
り

ま
し
ょ
う
。

　

税
法
上
、
保
険
診
療
に
係
る
消
費
税
は
「
非
課
税
」
と
さ
れ

て
お
り
、
医
療
機
関
は
、
設
備
や
物
品
等
の
仕
入
れ
に
係
る
消

費
税
を
医
療
費
請
求
に
転
嫁
で
き
な
い
。
こ
れ
に
よ
り
、
医
療

機
関
は
仕
入
れ
に
係
る
消
費
税
を
控
除
対
象
外
消
費
税
（
損

税
）
と
し
て
負
担
し
て
い
る
。
兵
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は
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康
理
事
長
、
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村
義
人
副
理
事
長
）

尼崎中央病院
会長 吉田 静雄先生

【よしだ　しずお】1930年生。55年大阪大学医学部卒業、57年
米国留学（フルブライト交換留学）、82年医療法人中央会尼崎
中央病院理事長に就任。尼崎市医師会理事、全日本病院協会常
任理事、兵庫県私立病院協会（現・兵庫県民間病院協会）理事
・副会長などを歴任。控除対象外消費税問題に熱心に取り組む

聞き手

聞き手
武村義人副理事長

西山裕康理事長
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保険医年金保険医年金
休業保障制度休業保障制度

グループ保険グループ保険団体定期
生命保険 

■ 団体保険だから断然安い保険料
■ 最高5000万円の高額保障
■ 配偶者1000万円セット加入あり

■ 過去７年の平均配当率46％
■ 最長75歳まで保障
■ いつでも増額･減額OK

保険の見直しに効きます！
ネット生保と比べてみてください

傷病時の休業に備えて
非営利の共済が有利です

受付期間はお問い合せください

積立金総額１兆２千億円
中長期の資産運用に

協会の積立年金
従業員も加入ＯＫ！

自在性が魅力！ １口単位で解約・
中断・再開が可能

個人年金保険料控除がとれる個人
年金型と自在性の一般型

１月から制度改善を実施
66～ 70歳の最高保障額を、
3000万円に引き上げました。

―保険医協会の共済制度がお勧めです！―

割安掛金が満期まで上がりません
脱退一時金、弔慰金給付あり

（４）第１８３６号２０１７年(平成２９年)２月５日(毎月３回５・15・25日発行)

岡山市・医療法人オーソネットワーク理事長
アリゾナATS大学　矯正科 客員臨床教授 田井　規能先生講演

埋伏歯の矯正治療
～医院連携の実践～㊦

（前号からの続き）

３．犬歯の埋伏
　原則として、唇側に埋伏した犬歯に対
する開窓術は、歯肉切除術、歯肉弁根尖
側移動術（APF）、ならびに閉鎖誘導法
の３種類である。今回は、左右側とも閉
鎖誘導法を用いた。４カ月間、左側は中
切歯歯根の干渉をかわすため、まず遠心
への牽引を試みたが、少し動いた後は、
あまり動かなかった（図４）。その後、
左側は牽引方向が目視できるAPFに変更
することで、埋伏歯の移動が加速した
（図５、６）。
　近遠心的位置に関して、今回の左側の
ように位置異常がみられ、歯冠が側切歯
の歯根と重なっている場合は、APFを用
いて歯冠を完全に露出させないと歯の移
動は困難で、もう少し早くAPFに変更す
べきであった。側切歯に損傷を加えるこ
となく引っ張り出すには、目視できる
APFが有利である。結果、矯正医はアプ
ローチが容易になり、適したメカニクス
を用いやすくなる。しかし、いくら急い
でも埋伏歯の移動を月に1.0㎜程度に抑
えることは大切である。

口蓋側の埋伏犬歯

　口蓋側の埋伏犬歯には、「閉鎖誘導
法」と「矯正前開窓法」がよく利用され
る。閉鎖誘導法で良好な結果を得るに
は、埋伏歯の位置にもよるが、いった
ん、口蓋側へ誘導した後、頬側へ移動さ
せるように意識するべきである。そうす
ることで、骨レベルの低下や近接歯の歯
根吸収の問題を回避することができる
（以後、２段階牽引法）。
　単純に側方へと牽引すると、犬歯の歯
冠は隣接する口蓋骨と強くぶつかってし
まう。エナメル質自体は、生理的な形で
隣接骨を吸収する能力を有するわけでは
ないので、歯冠が移動できないか、ある
いは、側方移動に伴い骨欠損が生じる結
果となる。もちろん、犬歯の歯冠が移動
した後の部分への骨添加も起こらない。
口蓋側の埋伏犬歯の矯正前開窓法では、
矯正治療を開始する前に外科的開窓術を
施して、自律的な萌出を促すのが最善の
方法である。

４．小臼歯の埋伏
　埋伏小臼歯が第一大臼歯の近心根に損
傷を与える可能性がある場合、その埋伏
歯を大臼歯の歯根から引き離すことが容
易でないとの報告が散見される。そのた
め今回、歯胚回転という選択肢を選ん
だ。歯胚回転は、歯嚢全体を露出させる
ように開窓を行い、歯嚢は、ゆで卵を殻
から慎重に表面を傷つけることなく健全
な状態のまま抜き取るイメージで行うと
表現されている。
　本法は水平的、垂直的に重度の回転を
示す歯に限って用いるべきで、うまくい
けば、正しい位置に回転や移動できるの
で、その後の矯正治療が非常に容易なも
のとなる。Marksらは一連の報告の中
で、正常な萌出を誘導するためには歯嚢
が健全に維持されることが重要で、発育
途中の歯胚のさまざまな部分に意図的に
損傷を与えても、歯の萌出障害は生じな
いが、歯嚢に損傷を与えたり歯嚢を取り
去ったりすると、萌出が停止すると述べ
ている。

５．大臼歯の埋伏
　埋伏した下顎大臼歯の処置は、ほぼ例
外なく歯冠を十分に露出させることで、
目視が可能となる。結果的に、アプロー
チが容易になって、適したメカニクスを
用いやすくなる。

６．まとめ
　本講演のまとめは、以下の通りであ
る。

とが基本。

インタディシプリナリーアプロ
ーチ（医院間連携）について
　最後に、埋伏歯の治療に限らず、近年
高いレベルの治療を要求する患者が増え
ており、インタディシプリナリーアプロ
ーチ（医院間連携）の必要性は不可欠と
なってきている。「医院連携は時間を生
み、ストレスを減ずる」というコンセプ
トで実践している一風変わった当院の医
院連携の取り組みを紹介できればと思っ
ている。
・ 「医院連携」のメリットや実践例
・ ドクターのリクルート（パートナーと
アソシエイト・ドクター）

・ 勤務ドクターの定着
・医院継承
（2016年11月13日、 歯科定例研究会より）

図４　遠心への牽引のみではあまり奏功せず 図５　歯肉弁根尖側移動術で埋伏歯の移動が加速

図６　歯肉弁根尖側移動術後の写真

は、視認性に優れたAPFが適応（しか
し、あまりに低位、または唇舌的に深い
場合は十分な検討が必要）。
　６）閉鎖誘導法は審美性・安定性にす
ぐれ、最も好まれる開窓法であるが、見
えない状態で牽引していることを常に意
識する。
　７）口蓋側の埋伏犬歯は、２段階牽引
法を意識する。
　８）埋伏歯の歯冠周囲空隙が2.5㎜以
上で嚢胞化を疑う。疑いがあれば定期的
なパノラマでチェック！
　９）埋伏歯により歯根吸収を認めた場
合、なるべく早期に接触部位を引き離す
ことで、吸収部位の修復が行われる。
　10）成人患者における埋伏歯は骨性癒
着に注意。
　11）埋伏下顎大臼歯は、まず歯冠を十
分に露出させ、目視できるようにするこ

　１）最悪の事態として、
歯の喪失、回復不可能な審
美的障害、歯槽骨の欠損な
どの回避を常に意識する。
　２）できるだけ自律的な
萌出を期待する。
　３）歯嚢が萌出のカギ。
　４）トルクコントロール
により、歯肉ラインの改善
も有効。
　５）審美性・術後安定性
に難があるものの、牽引中
に近傍の歯根に干渉するお
それのある埋伏歯の開窓術

日　時　２月18日（土）14時30分～16時30分　　会　場　協会５階会議室
講　師　尼崎市・池田病院院長　　　　池田弘毅先生
　　　　 尼崎市・皮膚科美川医院院長　増田理恵先生
　　　　 尼崎市・西武庫病院管理栄養士　駒田裕子氏
定　員　100人（先着順）

日　時　2月26日（日）14時～17時　会　場　協会６階会議室　参加費　無料
話題提供　宝塚市・きっかわ歯科　吉川周志先生
　　　　　伊丹市・かわむら歯科　川村一喜先生
※これから歯科訪問診療を始める先生もお気軽にご参加ください。歯科訪問診療の
保険請求・介護保険請求についてのご質問にもお答えします。歯科衛生士の皆さん
もぜひご参加ください。お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1809まで

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1803まで

在宅における褥瘡管理と血糖・栄養管理を考える

―私の歯科訪問診療経験から―　病院・施設との多職種連携
歯科医師には「歯援診」の受講証を発行

第35回在宅医療研究会

第22回歯科臨床談話会




